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蕊吹環境連濁市民連錯会議

（略称）藤灰エコネット

藤沢西北部見学会に参加して

ふくしまつこりフレッシュを終えて

広河隆一「人間の戦場」・放射能測定他

気験悩報ジェット気流にまつわる話11
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諏訪さんを悼む

藤沢エコネツト創立者の一・人で､副代表だった諏訪謙司さんが桜満開の4月5日に86才で奥様

が待つ天国に逝きました。

諏訪さんは病床に付してからも病人であるような素振りは一切見せず、時局の問題について熱

っぽく語り、自分の意見がないということはありませんでした。どうしてそんなに博学なのか。

いつでも勉強していて、たくさんの新|伽Iを読み、雑誌を読み、専門書を熟読していたからです。

諏訪さんは知性の塊のような人だったと思います。

晩年､知性と感性､体力を振り絞って闘ったごみ有料化裁判の奮闘を忘れることができません。

わたしも3人の原告団の一人として裁判をしましたが、4万数千人の市民の有料化反対署名が議

会に出されたにもかかわらず、議会で条例が通ったからと言って、反対運動を止めるわけにはゆ

かないと裁判闘争を決断、この裁判は勝っても解決金など一銭ももらえない、弁護士をつけても

弁護士料は払えない、弁謹士をつけずに裁判をやろう、訴状も弁論訓識も自分たちで書こうと市

民裁判を決断したのが諏訪さんです。

5年間の裁判闘争で、最高裁まで闘いましたが、勝訴することはできませんでした。しかし、

最高裁判決は争点をそらして、行政の側を勝たせただけで、実質的には原告が勝った裁判である

と原告側は思っています。廃掃法では、ごみは無料で収集しなければならない、地方自治法でも ■
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住民一人一人の要請がなければ手数料を取れないのに、

戸別収集すれば有料化しても違法とまでは言えないと理

屈つけをして、行政を勝たせたのが、最高裁判決だった

のです。しかし、市民裁判で最高裁まで闘ったごみ裁判

がいつか活かされる日が来るだろうと、裁判記録をホー

ムページ上に載せ、いつでも、だれでも見ることが出来

るようにしたのが諏訪さんです｡｢藤沢ごみ有料化裁判」

と検索すればHPが出てきます。諏訪さんの闘った人生

の勲章と言っても過言ではありません。

数々の市民運動の重鎮だった諏訪さんを失ってしまっ

た事は大きな痛手ですが、諏訪さんの死を乗り越えて次

の世代にバトンを渡してゆくことは残された者の任務で

す 。 （小林麻須男）
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諏訪謙司さん
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